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～おうちのひとといっしょにみてくださいね～ 

月
つき

目標
もくひょう

   【感謝
かんしゃ

して食
た

べよう】 

  「いただきます」「ごちそうさま」と感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちを込
こ

めてあいさつしましょう 

     食
た

べ物
もの

を残
のこ

したり、粗末
そ ま つ

にしたりしないようにしましょう 

 

 

命
いのち

への感 謝
かんしゃ

 

「いただきます」 

私
わたし

たちが食
た

べるものは、元
もと

をたどれば、全
すべ

て

生
い

きていたものです。そうした動物
どうぶつ

や植 物
しょくぶつ

の 命
いのち

をいただく（食
た

べる）ことで、 私
わたし

たち

は今
いま

、生
い

きています。自然
しぜん

の恵
めぐ

みや、 私
わたし

たち

の 命
いのち

をつないでくれる大切
たいせつ

な食
た

べ物
もの

に感謝
かんしゃ

する気持
きもち

ちを 表
あらわ

すのが「いただきます」とい

うあいさつです。 

私
わたし

たちは食事
しょくじ

からエネルギーや栄養素
えいようそ

を補給
ほきゅう

して、成長
せいちょう

したり活動
かつどう

したりして

います。私
わたし

たちは自然
し ぜ ん

の恵
めぐ

みをいただいています。命
いのち

をいただくことへの感謝
かんしゃ

の

心
こころ

を持
も

って食
た

べてほしいと思
おも

います。 

 

人
ひと

への感 謝
かんしゃ

 

「ごちそうさま」 

 昔
むかし

、お 客
きゃく

様
さま

をおもてなしするとき、家
いえ

の人
ひと

はいろいろな 所
ところ

を歩
ある

き回
まわ

って材 料
ざいりょう

を探
さが

し求
もと

め、時
とき

には 命
いのち

がけで食
た

べ物
もの

を取
と

らなければなら

ないこともありました。そのご苦労
くろう

に「ありがと

う」の気持
き も

ちを伝
つた

える事
こと

から始
はじ

まったあいさつ

です。作
つく

ってくれた人
ひと

、食事
しょくじ

ができる事
こと

への

感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちをあらわしています。 

 

 

１１月
がつ

８日
か

は「いい歯
は

（11/8）の日
ひ

」です。昔
むかし

の人
ひと

と比
くら

べて現代
げんだい

に生
い

きている私
わたし

たちは、かむ力
ちから

が低
てい

下
か

してきていると言
い

われて

います。よくかまないと食
た

べられない伝統的
でんとうてき

な食
た

べ物
もの

が敬遠
けいえん

され、

やわらかく口
くち

当
あ

たりの良
よ

い食
た

べ物
もの

が好
こ

まれるようになった事
こと

も

関係
かんけい

するようです。よくかんで食
た

べる事
こと

の大切
たいせつ

さをあらためて考
かんが

えてみましょう。 

  

１１月
がつ

２２日
にち

は和歌山
わ か や ま

ふるさと誕生
たんじょう

日
び

です。 郷土
きょうど

愛
あい

や食
しょく

に対
たい

する

感謝
かんしゃ

の心
こころ

を養
やしな

う目的
もくてき

として、和歌山県産
わかやまけんさん

の食材
しょくざい

を使
つか

った給 食
きゅうしょく

が提
てい

供
きょう

されます。また、今月
こんげつ

の変
か

わりパンは和歌山
わ か や ま

で育
そだ

った小麦
こ む ぎ

で作った

「わかやまのこむぎパン」が登場
とうじょう

します。 和歌山
わ か や ま

の味
あじ

をお楽
たの

しみに！ 

おいしい和歌山
わ か や ま

の味
あじ

が給 食
きゅうしょく

に！！ 

 


